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くすりのなまえ　
第1回　総論～一般名と商品名～

薬の名前って覚えづらいって思いませんか？カタカナだし、似たようなものも多いし・・・などなど。でも、何かしらかの理由や成り立ちがそこにあって名前が決まるって思いませんか？
その理由が書いてあるのがインタビューフォームという薬についての解説書です。インタビューフォームとは一般的に医薬品につけることが決められている添付文書とは違い、各医薬品の添付文書の内容を細かく解説した冊子のことです。この冊子に各医薬品の名前の由来が書いてあるのです。名前の由来なんて分かっても・・・と思うかもしれませんが、成り立ちを知ることは薬を覚える手助けになりますし、意外と単純な名前の付け方をしているのも多く、くすりを身近に感じてもらえたらなと思います。
それぞれの薬の話に入る前に2号ほど、総論をお届けします。
前置きが長くなってしまいましたが、今回は一般名と商品名についてです。
医療用医薬品には一般名と商品名があります。一般名とは薬効成分になる化学物質の名前で、商品名とは各製薬会社の独自性を表すためにつけた名前になります。

例を挙げると、「バイアスピリン」は商品名で、「アスピリン」が一般名になります。さらに、一般名の「アスピリン」と「ダイアルミネート」が一緒に入ったものがと「バファリン」という商品名になります。“半分は優しさでできている”の優しさの正体はダイアルミネートという胃薬が入っているからですね。
この“一般名”を英語に直すと“generic name（ジェネリックネーム）”となります。後発医薬品がジェネリック医薬品というのは、後発医薬品の名前が一般名＋会社名でつけることがあることに由来しています。当院採用薬では、塩酸アミオダロン錠「サワイ」が当てはまりますね、先発品はアンカロンになります。後発品を表す言葉で一昔前によく言っていたのが“ゾロ”という言葉です、これは先発品の特許が切れたあとにゾロゾロ出てくるからという理由で言われていました、あんまりイメージの良くない言葉ですね、だから、ジェネリック医薬品なんてちょっと格好いい名前をCMとかで普及しているんだと思います。

次回は、「後ろについてるアルファベットについて」です。
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